








































































回 天皇 即位儀 大嘗祭 八十島祭 出典 備考
桓武 天応元年（781）4 月 天応元年（781）11月23日 藤原・平安遷都
平城 大同元年（806）5 月 大同 3 年（808）11月14日
嵯峨 大同 4 年（809）4 月 弘仁元年（810）11月19日
淳和 弘仁14年（823）4 月 弘仁14年（823）11月17日
仁明 天長10年（833）3 月 天長10年（833）11月15日
1 文徳 嘉祥 3 年（850）4 月 仁寿元年（851）11月23日 嘉祥 3 年（850）9 月 8 日 『文実』『紀略』 初見
清和 天安 2 年（858）11月 貞観元年（859）11月19日
陽成 貞観19年（877）1 月 元慶元年（877）11月18日
2 光孝 元慶 8 年（884）2 月 元慶 8 年（884）11月23日 仁和元年（885）4 月 7 日 『帝王』『侍中』
宇多 仁和 3 年（887）11月 仁和 4 年（888）11月22日
3 醍醐 寛平 9 年（897）7 月 寛平 9 年（897）11月20日 昌泰元年（898）6 月28日 『紀略』『江家』『江談』
4 朱雀 延長 8 年（930）11月 承平 2 年（932）11月13日 承平 3 年（933）6 月25日 『紀略』『西』『貞』
5 村上 天慶 9 年（946）4 月 天慶 9 年（946）11月16日 天暦元年（947）11月30日 『紀略』『西』『貞』等 祭使変更
6 冷泉 康保 4 年（967）10月 安和元年（968）11月24日 安和 2 年（969）5 月21日 『紀略』 使立日
円融 安和 2 年（969）9 月 天禄元年（970）11月17日
花山 永観 2 年（984）10月 寛和元年（985）11月21日
一条 寛和 2 年（986）7 月 寛和 2 年（986）11月15日
7 三条 寛弘 8 年（1011）10月 長和元年（1012）11月22日 長和 2 年（1013）10月23日 『紀略』『御堂』 『御堂』では29日
8 後一条 長和 5 年（1016）2 月 長和 5 年（1016）11月15日 寛仁元年（1017）12月13日 『左』『小』 12日に使立
9 後朱雀 長元 9 年（1036）7 月 長元 9 年（1036）11月17日 長暦元年（1037）9 月20日 『平紀』『江家』 祭場変更
後冷泉 寛徳 2 年（1045）4 月 永承元年（1046）11月15日
10 後三条 治暦 4 年（1068）7 月 治暦 4 年（1068）11月22日 延久元年（1069） 『江家』『江談』
白河 延久 4 年（1072）12月 承保元年（1074）11月21日
11 堀河 応徳 3 年（1086）12月 寛治元年（1087）11月19日 寛治 2 年（1088）12月19日 『中』『後二条』 17日に使立
12 鳥羽 嘉承 2 年（1107）12月 天仁元年（1108）11月21日 天仁 2 年（1109）11月22日 『殿暦』 使立日
13 崇徳 保安 4 年（1123）2 月 保安 4 年（1123）11月18日 天治元年（1124）12月18日 『中右記目録』
14 近衛 永治元年（1141）12月 康治元年（1142）11月15日 康治 2 年（1143）11月28日 『本朝世紀』『台記』 使立日
15 後白河 久寿 2 年（1155）10月 久寿 2 年（1155）11月23日 保元 2 年（1157）11月27日 『餝抄』『兵』等 和歌有
16 二条 保元 3 年（1158）12月 平治元年（1159）11月23日 永暦元年（1160）12月16日 『山』 15日に使立
17 六条 永万元年（1165）7 月 仁安元年（1166）11月15日 仁安 2 年（1167）12月16日 『愚』『兵』 使立日
18 高倉 仁安 3 年（1168）3 月 仁安 3 年（1168）11月22日 嘉応元年（1169）11月25日 『愚』『兵』 使立日
安徳 治承 4 年（1180）4 月 寿永元年（1182）11月24日 福原遷都
19 後鳥羽 元暦元年（1184）7 月 元暦元年（1184）11月18日 建久 2 年（1191）11月11日 『玉葉』『都玉記』等 9 日に使立
20 土御門 建久 9 年（1198）3 月 建久 9 年（1198）11月22日 元久 2 年（1205）7 月29日 『猪熊』『明』『百』等 使立日
21 順徳 承元 4 年（1210）12月 建暦 2 年（1212）11月13日 承久 2 年（1220）11月27日 『百』 使立日
仲恭 改元無
22 後堀河 承久 3 年（1221）12月 貞応元年（1222）11月23日 元仁元年（1224）12月12日 『岡屋』『明』



























































































































































































































































派遣されていたのに省略され とは考えられない。また、 『延喜式』には御巫と生島巫が規定されているが、嘉祥三年では御巫 み、以降 日記類では御巫のみになり、さらに『江家次第』の段階ではいずれの派遣もなくなっていく。
このことから若井氏は、十世紀に成立した『延喜式』の規定は、嘉祥三年時点で既に実施されていないこととなり、

































「和銅三年庚戊三月辛酉日、始遷都于平城。従難波宮、移御奈良京、定左右京条坊。 」とあるものが、難波宮に和銅二年に行幸して帰京したようにもみえるが、 れは平城京遷都に関連したもので、三月の記事であることも加味すると和銅二年 行幸したかも疑わしいことを追加で指摘したい。
いずれにしても八代中三代しか大嘗祭の次の年に難波行幸をおこなっていないことから、恒






天皇 即位 大嘗祭 難波行幸 出典
文武 文武天皇元年（697） 文武天皇 2 年（698）11月23日 文武天皇 3 年（699）1 月27日 『続日本紀』
元明 慶雲 4 年（707） 和銅元年（708）11月21日 和銅 2 年（709） 『扶桑略記』
元正 霊亀元年（715） 霊亀 2 年（716）11月19日 養老元年（717）2 月11日 『続日本紀』
聖武 神亀元年（724） 神亀元年（724）11月23日 神亀 2 年（725）10月10日 『続日本紀』
孝謙 天平勝宝元年（749） 天平勝宝元年（749）11月25日 天平勝宝 2 年（750）1 月 1 日 『続日本紀』
淳仁 天平宝字 2 年（758） 天平宝字 2 年（758）11月23日
称徳 天平宝字 8 年（764） 天平神護元年（765）11月22日



















いるが、それが成立当初からの規定であった 、史料がないため不明である。しかし、中宮八十島祭の初見であ 『延喜式』が八十島祭の古態を残す史料であることを踏まえ と 双方の に時差はなかったと推測できる。どちらも即位 連動しておこなうことを当初から求められていたのだろう 及び中宮八十島祭を即位に連動させて実施することが可能 の やはり光仁天皇が最古というこになる。ただし、その光仁天 が難波行幸をおこなっていることに 注意し ければならない。
以上をまとめると、
【表 5】中宮一覧表
天皇 中宮 即位 大嘗祭 立后
文武 ― 文武天皇元年（697）8 月 文武天皇 2 年（698）11月
元明 ―（女帝） 慶雲 4 年（707）7 月 和銅元年（708）11月
元正 ―（女帝） 霊亀元年（715）9 月 霊亀 2 年（716）11月
聖武 藤原光明子 神亀元年（724）2 月 神亀元年（724）11月 天平元年（729）8 月
孝謙 ―（女帝） 天平勝宝元年（749）7 月 天平勝宝元年（749）11月
淳仁 ― 天平宝字 2 年（758）8 月 天平宝字 2 年（758）11月
称徳 ―（女帝） 天平宝字 8 年（764）10月 天平神護元年（765）11月
光仁 井上内親王 宝亀元年（770）10月 宝亀 2 年（771）11月 宝亀元年（770）11月
桓武 藤原乙牟漏 天応元年（781）4 月 天応元年（781）11月 延暦 2 年（783）4 月
平城 ― 大同元年（806）5 月 大同 3 年（808）11月
嵯峨 橘嘉智子 大同 4 年（809）4 月 弘仁元年（810）11月 弘仁 6 年（815）7 月
淳和 正子内親王 弘仁14年（823）4 月 弘仁14年（823）11月 天長 4 年（827）2 月











































親王を廃して実現された。また、践祚儀と即位儀の分立及び昊天祭祀の開始といった皇位継承関連儀礼の転換期と なった。これは、壬申の乱とまで いかず 、即位の事情が 簒奪 的であり、政権の安定化と正当性を内外に宣明する必要があったためである。
皇位継承関連儀礼は、壬申の乱を契機に変遷している。天武・持統朝には、伊勢神宮への斎王の派遣や大嘗祭の確立、
大嘗祭のみを「大祀」として特別視する律令の制定などがなされた。即位儀も中臣氏や忌部氏による奉仕をうける形で成立している。ついで天武天皇 後継者・草壁皇子が早逝すると、譲位や の際に宣命が宣読されるようになるなど即位儀が変容、出雲国の奏上儀礼が成立したのも、こ 時期の元正朝である
以上のように、即位に特異な事情がある場合には、その正当性を補完する方策として、あらたな儀礼が創出される。



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































関連させるこの論は、初期 人員が不明であ こと 、東宮の乳母ではなく天皇の乳母が下向するこ などから首肯できない。







の夫藤原惟憲が道長の家司受領であり、摂関家に経済的奉仕をおこなっていたことで有名なことや 崇徳天皇の八十島祭使・ 宗子の夫藤原 保も各国の受領を歴任していることなどから、祭祀に対する経済的バックアップのための人選だったと考えられる。ただし、乳母 下向が創始当初からのことだったかは不明であ 。朱雀天皇の八十島祭時に摂津国司の懈怠があり、代わりに住吉社司が祭の負担をおこなっている とを踏まえる 、その補填としてあらわれた要素との推察も可能である。
以上、本章では淡路島の島神である祖神イザナギを、
即位に際して伝統的な行幸先である難波においてまつるために、巫女が祭場の祭壇を神座として招魂した、 結論付けた。そして女官の奉仕は、八十島祭が天皇 個人的な祭祀であり なおかつ祖先 祀の性格をもつこと示している。加えて、祭祀の中 女官と巫女の行為は、鎮魂祭の形式を参考にしており、天皇の
（生命）
力を強
める効能を期待され こともうか える である。
【表 7】女官八十島祭使一覧
年月日 天皇 祭使 典侍 乳母 父 夫 備考
嘉祥 3 年（850） 文徳 藤原泉子 ○ － － －
仁和元年（885） 光孝 － － － － －
昌泰元年（898） 醍醐 － － － － －












安和 2 年（969） 冷泉 藤原都子 ○ ○ 藤原子高 （藤原忠幹） ＊ 2
長和 2 年（1013） 三条 － － － － －
寛仁元年（1017） 後一条 藤原美子 ○ ○ 藤原親明 藤原惟憲 「近江内侍」
長暦元年（1037） 後朱雀 － － － － － 三位
延久元年（1069） 後三条 － － － － －
寛治 2 年（1088） 堀河 藤原兼子 ○ ○ 藤原顕綱 藤原敦家 「伊予三位」等
天仁 2 年（1109） 鳥羽 － － － － －
天治元年（1124） 崇徳 藤原宗子 ○ ○ 藤原隆宗 藤原家保
康治 2 年（1143） 近衛 藤原家子 ○ ○ 藤原家政 藤原清隆 関白師通の孫
保元 2 年（1157） 後白河 藤原朝子 ○ ○ 藤原兼永 藤原通憲 「紀伊の御」等
永暦元年（1160） 二条 平清盛女 ○ － 平清盛 －
仁安 2 年（1167） 六条 藤原成子 ○ ○ 藤原邦綱 藤原成頼 「大夫典侍」
嘉応元年（1169） 高倉 藤原経子 ○ ○ 藤原家成 平重盛
建久 2 年（1191） 後鳥羽 一条保子 ○ ○ 一条能保 花山院忠経 ＊ 3













承久 2 年（1220） 順徳 藤原満子 ○ ○ 葉室光親 －











































































3）角正方『八十島祭考証』 （大阪府社豊国神社社務所、一九二八年） 、田中卓「八十嶋祭の研究」 （ 『田中卓著作集一一―Ⅰ
　
神社と祭祀』国書刊行会、一九九四年、初出一九五六年） ・ 「再び八十嶋祭について」 （同、初出一九七七年） ・ 「大嘗
祭と八十嶋祭」 （同） 。
（
4）宮地直一「八十島神祭の考」 （ 『國學院雜誌』二一（一〇） 、一九一五年） 、梅 義彦 島 伊勢神宮の史的研究』雄山閣出版、一九七三年、初出一九三三年 。
（
5）岡田精司「即位儀礼としての八十嶋祭」 （ 『古代王権の祭祀と神話』塙書房、一九七〇年 初出一九五八年） ・ 「奈良時代の難波行幸と八十島祭」 （ 『古代祭祀の史的研究』塙書房、一九九二年、初出一九七 年） ・ 「八十島祭の機能と本質（同） 。
26





（ 『古代天皇制の基礎的研究』校倉書房、一九九四年） 、中村英重『古代祭祀論』 （吉川弘文館、一九九九年） 。
（
8）羽床正明氏は、藤原明子・良房が、文徳天皇の病弱を惟仁親王が受け継いでいないか心配し、成長する八十島の霊を付着させて健やかな成長と寿命長久の祈ってはじめた祭祀とした 羽床正明「摂津国難波津の祭祀・八十島祭の草創について―古墳時代成立説への批判」 〈 『歴史と神戸』五三（三） 、二〇一四年〉 ） 。
（





















































































陽道の神々』 〈思文閣出版、二〇〇七年〉 ） 。
（



















24）久禮旦雄「桓武朝の祭祀と歴史―『続日本紀』 関係記事の解釈の試み―」 （ 『続日本紀と古代社会』塙書房、二〇一四年 。
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（36） 『万葉集』には、 「…らし…見れば」という類型的な表現方法がある。上句に続けて「らし」を用い、下句でその根拠を述べる形式である（森斌 赤人難波行幸従駕歌の特質」 〈 『広島女学院大学日本文学』一一、二〇〇一年〉 ） 。
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44）小平美香「神祇祭祀における女性神職の働き―古代神宮・宮中の祭祀から―」 （ 『学習院大学人 科学論集』一二、二〇〇三年） 。
（











50）野々村ゆかり「摂関期における乳母 系譜 歴史的役割」 （ 『立命館文學』六二四、二〇一二年） 。
（
51）成立当初の八十島祭の性格が、陰陽道や禊祓に関連する祭祀でなかったことは、既に多くの論者によって指摘されている。例えば、宮主や人像（人形）などは陰陽道関連以外の祭祀にもみられる 、 『延喜式』では「禊」と「祭」は明確に区別されていること ら論 根拠 できないなどである。
（
52）宇杉和夫「日本神話の〈島生み〉 生成 空間認識と空間軸―日本の空間認識と景観構成 関する基礎的研究　
Ⅲ」 （ 『日本建築学会計画系論文集』六四（五一八） 、一九九九年） 。
（
53）佐野真人「天地四方拝の受容―『礼記』思想の享受に関連して―」 （ 『神道史研究』六四（一） 二〇一六年） 。
32
